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on the Elimination of All Forms of Discrimination against Women: 
CEDAW）を1995年に調印したが、現在も第2条（差別の撤廃のための
政策）、第11条（雇用）、第16条（婚姻・家族関係）の一部の条項を留保
している。国連の女性差別撤廃委員会（Committee on the Elimination 
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（1）Gender Equality IS Our Culture プロジェクト
本論文で論じる出版物『プルンプアン』は、AWAREの活動から
生まれたものである。
AWAREは、国連のジェンダー平等基金（The Fund for Gender 































































































































































































































































































































































































































Ugama Islam Singapura: MUIS）は、複婚やFGMについて見直しを


















































































Singapore	and	Malaysia”,	Igniting Thought, Unleashing Youth: Perspectives 








observations on the fifth periodic report of Singapore,	21	November,	2017.
12	 Consideration of reports submitted by States parties under article 18 of the 
Convention, Fifth periodic report of States parties due in 2015, Singapore,	6	
November	2015.

































29	 “Singapore	comes	under	pressure	over	 female	genital	cutting	of	babies”, 











Singapore Islamic Scholars & Religious Teachers Association (Pergas),	20	
June,	 2016.(http://www.pergas.org.sg/media/MediaStatement/Irsyad%20
on%20Attending%20An%20Event%20that%20Supports%20Transgression.
pdf,	2020年10月19日最終アクセス。）
35	 “Religious	teacher	launches	'wear	white'	online	campaign”,	Straits Times,	20	
June,	2014.
36	 ジェンダー平等とイスラームが両立しないと明言するエッセイは、棄教者の
女性による1点のみである。
37	 Eメールでの聴き取りによる（2020年9月24日）。
38	 Eメールでの聴き取りによる（2020年10月8日）。
39	 関係者からのEメールでの聴き取りによる（2020年10月24日）。
40	 政府が種々の団体等に対しその活動内容の変更等を求める場合には、水面下
155
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での指導が行われ、指導の内容や経過のみならず、指導を行ったこと自体が
公にされない場合が多い。また、当該団体も政府の指導があったことを明ら
かにしようとしない場合が多い。筆者は本件について、周辺状況から政府の
指導があったと確証している。
	 なお本件に関しては、AWAREの傘の下での共同研究事業が実施できなくて
も、ムスリム女性たちはそれぞれ独自の活動を続けることができるが、
AWAREに対し「ムスリム社会の問題に関わるな」という政府のメッセージ
が送られたことの意味が大きいと考えられる。
41	 Eメールでの聴き取りによる（2020年10月8日）。
42	 Eメールでの聴き取りによる（2020年10月8日）。
43	 Eメールでの聴き取りによる（2020年10月12日）。
